
県内最長寿106歳。龍江の林をていさん�
県、市の敬老訪問に笑顔で応え、�

ますます元気なご様子。�

いつまでもおたっしゃで。�

（関連記事6頁）�

特集●天竜峡エコバレープロジェクト●平成１１年度決算�

飯田市の人口（9/1現在）�
■人口＝106,720人�
（前月比－18）�
男51,196人女55,524人�

■世帯＝34,902戸�
（前月比＋4）�
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エコハウジングビレッジでは、

環境共生住宅をはじめとして、家

庭菜園、広場、コミュニティ施設

などを新しい街として景観も美し

く、環境や生態系にも配慮し一体

的に整備を進めます。�

また、水処理やリサイクル、エ

ネルギーなどに関する新技術の採

用など積極的に取り組むとともに、

地域の歴史・文化等を日々の生活

などで生かすなど、新しいライフ

スタイルとコミュニティづくりを

実践していきます。�

今年の７月からは、エコハウジ

ング・リレーセミナーを開催し、

市民の皆さんと「環境と調和した

コミュニティづくり」実現に向け、

具体的に検討を始めました。�

光植物工場は、自然光を用いず、黄色のナ

トリウム灯を照射し植物を栽培します。次世

代の農業の実験施設です。�

土を使わない水耕栽培のため、病害虫の発

生もなく、完全無農薬で栽培されています。�

屋根の太陽光発電パネルにより発電された

電力は、施設の電力の一部をまかなっています。�

桐林の土取り場跡地にオープンした環境産業公園には、ペット

ボトルと新聞紙のリサイクル工場２社が操業を開始しました。�

ペットボトルは繊維・樹脂原料に、新聞紙は断熱材に生

まれ変ります。廃棄物を再び資源として使う、資源循環型

社会の始まりです。�

リサイクル工場に加え、自然と調和した環境は、子ども

の環境学習の場としても、活用されています。�

第４回エコハウジングビレッジ・リレー

セミナーを開きます�

日時●10月20日（金）　午後7時～�

場所●勤労者福祉センター３階研修室�

講師●日本総研主任研究員　飯田哲也氏�
　　　自然エネルギー推進市民フォーラム理事�
　　　自然エネルギー促進法推進ネットワーク代表�

エコハウジング・ビレッジ�

環境共生住宅�

今年3月から稼働を始めた光植物工場�

リサイクル工場を見学する小学生�

稼働を始めた光植物工場�

桐林土取り場跡地は環境産業公園に�

広報いいだ １０.1号〔2〕�



見えてきた�

天竜峡エコバレープロジェクト
見えてきた�

天竜峡エコバレープロジェクト
天竜川治水対策事業が、平成14年度完成を目指し、進んでい

ます。完成後は新堤防や河川の護岸整備、さらには盛り土など
の基盤整備が整い、新たな土地利用に向けて大きな第一歩を
踏み出すことになります。�
天竜峡エコバレープロジェクトでは「環境と調和した新しい

まちづくり」をめざしており、社会的貢献度の高い、新たな地域
振興にもつながる循環型社会を実現していきます。�
今回は、完成が間近に迫った治水対策事業と、姿を現してき
た天竜峡エコバレープロジェクトを紹介します。�
■問合せ　企画課　内線2221

進む盛土工事�

付け替え工事が進むＪＲ飯田線（時又駅付近から）�

川路・竜丘両地区による�

地元ワーキングモデルプラン�
川路・竜丘両地区による�

地元ワーキングモデルプラン�

広報いいだ １０.1号〔3〕�



平
成
十
一
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
、
黒
字
が

五
億
九
千
八
百
万
円
余
と
な
り
、
こ
れ
は
前
年
度

よ
り
約
六
千
八
百
万
円
多
く
、
収
支
が
改
善
さ
れ

ま
し
た
。�

財
政
改
革
の
二
年
目
と
し
て
、
前
年
に
引
き
続

き
人
件
費
を
減
ら
し
、
消
耗
品
な
ど
の
経
費
を
節

減
し
ま
し
た
。
ま
た
建
設
事
業
に
つ
い
て
も
、
市

で
単
独
に
行
な
う
事
業
を
少
な
く
し
、
将
来
の
負

担
と
な
る
起
債
の
借
入
れ
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。 �

一
方
、
厳
し
い
財
政
状
況
な
が
ら
も
、
環
境
文

化
都
市
の
実
現
に
は
積
極
的
に
対
応
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
及
び
環
境
美
化
の
推
進
や
、
環
境
関
連
産
業

の
育
成
を
は
か
り
、
環
境
プ
ラ
ン
実
現
に
向
け
市

役
所
庁
舎
に
お
い
て
I
S
O
1
4
0
0
1
を
取
得

し
ま
し
た
。�

ま
た
、
少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
や
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
も
進

め
ま
し
た
。�

【
歳
入
】�

景
気
の
低
迷
な
ど
か
ら
、
個

人
及
び
法
人
の
市
民
税
が
減
少

し
ま
し
た
が
、
固
定
資
産
税
は

堅
調
で
約
三
％
の
増
と
な
り
、

市
税
全
体
で
は
前
年
同
額
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地

方
交
付
税
は
、
介
護
保
険
の
準

備
経
費
な
ど
に
よ
り
七
・
四
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

起
債
の
借
入
れ
は
、
減
税
補

て
ん
債
な
ど
を
除
い
た
実
質
的

な
借
金
が
約
三
十
四
億
円
と
な
り
、

財
政
改
革
で
定
め
た
三
十
五
億

円
程
度
に
抑
制
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。�

新
た
に
ご
み
処
理
費
用
負
担

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、納
め
て
い

た
だ
い
た
ご
み
処
理
の
手
数
料

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業
や
環

境
美
化
事
業
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。�

【
歳
出
】�

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
開
始

さ
れ
た
介
護
保
険
に
備
え
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設

補
助
な
ど
介
護
施
設
の
整
備
を

進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
少
子
化

対
策
と
し
て
児
童
セ
ン
タ
ー
を

整
備
す
る
な
ど
、
民
生
費
が
大

幅
に
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
中

心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
市

街
地
再
開
発
事
業
が
本
格
的
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
商
工
費
も

大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。�

建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
三

尋
石
公
営
住
宅
建
替
事
業
、
エ

コ
タ
ウ
ン
事
業
、
市
街
地
再
開
発

事
業
な
ど
に
よ
り
国
や
県
の
補

助
に
よ
る
事
業
が
増
額
と
な
っ

た
一
方
、教
育
文
化
施
設
の
整
備

が
一
段
落
し
た
こ
と
か
ら
、
市

が
起
債
を
借
入
れ
て
行
な
う
単

独
事
業
が
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

介
護
保
険

介
護
保
険
に
備
え
備
え
、環
境
環
境
づ
く
り
を
促
進
促
進�

介
護
保
険
に
備
え
、環
境
づ
く
り
を
促
進�

平
成
十
一
年
度
一
般
会
計
の
決
算
ま
と
ま
る�

決
算
収
支
が
改
善
さ
れ
る�

健康増進施設の整備�
　「ほっ湯アップル」が完成し、水中運動教室により健康�

増進を図っています。（４億７９２万円）�

環境関連産業を育成�
　治水対策事業の桐林土取り場跡地に、新聞紙とペット�

ボトルのリサイクル工場を誘致しました。（２億８２３９万円）�

いいだ人形劇フェスタ'99として再出発（2000万円）�
�

■問合せ　財政課　内線2231 広報いいだ １０.1号〔4〕�



山本児童センター�

体
験
教
育
旅
行
に
よ
る
新
し
い
交
流�

��������

　
年
々
参
加
者
が
増
加
し
て
い

る
体
験
教
育
旅
行
は
、
修
学
旅

行
を
中
心
に
約
六
千
人
の
参
加

者
が
あ
り
、
多
く
の
交
流
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。（
８
８
６
万
円
）�

介
護
施
設
の
整
備�

��������

　
西
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
建
設
や
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
ゆ
い
」
へ
の
建
設
補
助
、

高
松
病
院
の
療
養
型
へ
の
転
換

な
ど
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
始

ま
る
介
護
保
険
制
度
に
備
え
ま

し
た
。（
６
億
１
２
６
４
万
円
）�

放
課
後
児
童
の
対
策�

　
山
本
、
鼎
の
児
童
セ
ン
タ
ー

を
整
備
し
、
青
少
年
の
健
全
育

成
を
進
め
て
い
ま
す
。�

（
１
億
５
５
３
５
万
円
）�

��������

市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
り�

中
心
市
街
地
の
活
性
化�

　
橋
南
第
一
地
区
の
市
街
地
再

開
発
ビ
ル
が
着
工
と
な
り
、
市

で
は
二
、
三
階
に
「
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
中
心

市
街
地
の
賑
わ
い
と
交
流
の
場

を
つ
く
り
ま
す
。�

（
４
億
７
２
８
６
万
円
）�

風
越
山
麓
子
供
の
も
り
公
園�

の
整
備�

　
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
な

か
ま
た
ち
の
広
場
、
冒
険
の
森

な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
４
億
７
０
３
３
万
円
）�

日
之
出
町
江
戸
町
線�

　
飯
田
バ
イ
パ
ス
に
あ
わ
せ
て

開
通
し
ま
し
た
。�

（
１
億
７
８
３
７
万
円
）�

三
尋
石
団
地
公
営
住
宅
の
建
替�

�������

　
環
境
に
優
し
い
オ
ー
ル
電
化

住
宅
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

（
４
億
５
３
３
６
万
円
）�

教
育
環
境
の
整
備�

　
旭
ヶ
丘
中
学
校
武
道
館
を
建

設
し
、
竜
東
中
学
校
大
規
模
改

修
を
進
め
て
い
ま
す
。�

（
２
億
３
６
８
３
万
円
）�

上
下
水
道
の
整
備�

　
市
民
生
活
に
密
接
し
て
い
る

上
下
水
道
の
整
備
は
、
年
次
計

画
に
よ
り
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
十
一
年
度
に
は
、
知
久
平

統
合
簡
易
水
道
が
完
成
し
、
公

共
下
水
道
の
川
路
処
理
区
に
着

手
し
ま
し
た
。�

（
７
９
億
９
１
８
０
万
円
）�

平
成
11
年
度
の
お
も
な
事
業�

特集　平成11年度決算�

歳入�
434億4,583万円�

歳出�
424億47万円�

市税 �
139億5,768万円�
　　　　    （32.1%）�

地方交付税�
107億3,798万円�
               （24.7%）�

国庫支出金 47億2,293万円（10.9%）�
地方債�

37億9,570万円（8.7%）�

分担金負担金�
15億1,808万円（3.5%）�

諸収入�
23億4,472万円（5.4%）�

県支出金�
18億2,543万円（4.2%）�

繰越金�
8億5,341万円（2.0%）�

地方消費税交付金�
11億2,166万円（2.6%）�

使用料手数料 4億6,997万円（1.1%）�
その他 20億9,827万円（4.8%）�

民生費�
103億1,282万円�
             （24.3%）�

土木費�
71億2,501万円�
              （16.8%）�

公債費�
53億3,957万円（12.6%）�衛生費 �

44億8,490万円(10.6%）�

教育費�
38億3,398万円（9.0%）�

総務費�
38億1,019万円（9.0%）�

商工費�
25億7,717万円（6.1%）�

農林水産業費�
22億1,234万円（5.2%）�

消防費�
13億5,693万円（3.2%）�

その他�
13億4,756万円（3.2%）�

一般会計収支�

特別会計収支�

西部デイサービスセンター�

一　般　会　計�

会　　　　　計�
　　　計�

424億0,047�
31億9,781�
2億1,337�
1,722�

9億7,706�
8,219�
997�

12億9,582�
64億5,812�
1,541�

107億6,146�
5億4,363�
55億3,289�

54�
89億6,921�
15億4,204�
12億2,880�
2億9,733�
12億9,393�
11億3,680�
435億7,360�
859億7,407

434億4,583�
31億9,881�
2億1,419�
1,769�

10億1,854�
8,219�
1,178�

13億0,129�
66億0,769�
2,816�

107億6,147�
5億4,363�
61億2,748�

54�
87億9,656�
11億1,363�
11億4,350�
2億1,679�
14億5,715�
5億7,064�

432億1,173�
866億5,756

単位：万円�

特集　平成11年度決算�

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計�

会　　　計　　　名� 歳入決算� 歳出決算�

治 水 対 策 事 業 特 別 会 計 �
老 人 保 健 施 設 特 別 会 計 �
地方卸売市場事業特別会計�
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 �
駐 車 場 事 業 特 別 会 計 �
墓 地 事 業 特 別 会 計 �
農業集落排水事業特別会計�
下 水 道 事 業 特 別 会 計 �
上郷地区有線放送電話事業特別会計�
老 人 保 健 特 別 会 計 �
地域振興券交付事業特別会計�

事 業 勘 定 �
直 診 勘 定 �
収益的収支�
資本的収支�
収益的収支�
資本的収支�
収益的収支�
資本的収支�

市立�
病院�
高松�
病院�

病院事業�

水 道 事 業 会 計 �

国 民 健 康 保 険 �
特 別 会 計 �

広報いいだ １０.1号〔5〕�



乗り合い市政ガイドの運行を開始�

いってみまいカー�

　敬老の日、各所で祝賀行事が行われ

ました。市内で100歳以上のお年寄りは

19人。おめでとうございます。ますますお

元気で長生きしてください。�

　市内の施設や事業の実施状況を視

察するバスの運行を開始しました。�

　第1回目の都市づくりコースは8月28

日に実施し、、93歳から20歳代の幅広

い年齢層の皆さんが参加し、興味深く

説明を聞いていました。�

　この広報16ページでも次の企画を募

集しています。ご参加ください。�

広報いいだ １０.1号〔6〕�

市の敬老祝賀訪問�

美術博物館での作品展�

下久堅老人クラブのガードレール清掃ボランティア。
見違えるようにぴかぴかになって、道が明るくなりました。�

ますますお元気で�

9月15日敬老の日�



川路堤外地を主会場に実施�

県地震総合防災訓練�

来春の成人式に向け青年塾始動�

塾生がそば打ちに挑戦�
縄文時代の生活を体験�

土器づくり教室�

　青年塾は成人式の実行委員会。今年は、28人の塾生が集

まり活動を始めました。9月15日には、松尾公民館で、飯伊地

区そば愛好会の皆さんを講師にそば打ちを体験し、団結を深

めました。思い出深い成人式となるよう、がんばってください。�

　9月1日、16年ぶりに飯田市を主会場

に開催。東海地震を想定し、自衛隊・

警察・消防をはじめ、ライフライン関係

機関など多くの防災関係機関が参加

しました。�

　各家庭でも防災には日頃の備えが

大切。「いざというときどうするか」心構

えはありますか。�

　第1回目で作った土器を、9月9日に縄文土器と同じ

野焼きで焼き上げました。途中で割れるものもあり、ハ

ラハラしながら焼き上がりを待っていました。10月28日

には、土器での煮炊きを体験します。�

広報いいだ １０.1号〔7〕�
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健康と福祉のページ�

現
代
版�

現
代
版�

　
頭
痛
は
誰
も
が
経
験
し
た
こ

と
の
あ
る
症
状
で
す
。
外
来
で

も
「
頭
が
痛
い
ん
だ
け
ど
脳
梗

塞
に
で
も
な
る
ら
か
先
生
」
と

お
っ
し
ゃ
る
方
が
い
ま
す
。
脳

梗
塞
で
頭
痛
を
訴
え
る
人
は
３０

％
程
度
で
、
頭
痛
と
同
時
に
手

足
の
し
び
れ
、
意
識
障
害
な
ど

の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
実
は

脳
み
そ
は
痛
み
を
感
じ
ま
せ
ん

（
脳
が
痛
み
を
感
じ
始
め
た
ら

脳
梗
塞
の
人
は
七
転
八
倒
の
苦

し
み
で
す
）。
痛
み
を
感
じ
る

の
は
太
い
動
脈
や
静
脈
、
脳
を

被
っ
て
い
る
膜
、
骨
の
外
の
膜
、

筋
肉
、
皮
膚
、
血
管
な
ど
で
す
。�

　
緊
急
を
要
す
る
頭
痛
は
、
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
痛

み
、
進
行
す
る
痛
み
、
意
識
障
害

や
手
足
の
麻
痺
、
発
熱
を
伴
う
場

合
で
す
。
代
表
的
な
の
は
く
も
膜

下
出
血
で
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
激
し
い
痛
み
が
起
こ
り
、

そ
の
時
点
で
痛
み
は
ピ
ー
ク
に
達

し
ま
す
。
小
脳
出
血
で
は
め
ま
い

や
お
う
吐
を
伴
い
ま
す
。
脳
の
中

の
圧
が
高
く
な
る
脳
腫
瘍
で
は

朝
目
覚
め
た
と
き
に
最
も
痛
み
が

強
い
と
い
わ
れ
ま
す
。�

　
日
本
人
に
一
番
多
い
頭
痛
は

緊
張
型
頭
痛
で
す
。
こ
れ
は
後

頸
部
の
筋
肉
の
緊
張
が
高
ま
り
、

締
め
付
け
ら
れ
る
、
圧
迫
さ
れ

る
よ
う
な
痛
み
が
持
続
し
ま
す
。

典
型
的
な
片（
偏
）頭
痛
は
目
の

前
が
チ
カ
チ
カ
し
て
、
次
第
に

視
野
が
狭
く
な
り
、
や
が
て
ズ

キ
ズ
キ
す
る
（
拍
動
性
）
痛
み

が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。�

　
診
察
室
で
は
ど
ん
な
痛
み
が
ど

の
場
所
に
ど
の
よ
う
に
起
こ
っ
て

き
た
か
を
言
っ
て
頂
く
と
診
断
に

非
常
に
助
か
り
ま
す
。
た
だ
で
さ

え
頭
の
痛
い
世
の
中
で
す
か
ら
、

せ
め
て
治
せ
る
痛
み
な
ら
治
し
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。�

市立病院　神経内科�
桃井浩樹 医師�

頭
の
痛
い
話� 養
生
訓�

老化と共に骨のカルシウムは減少し、もろくなります。�
特に閉経後の女性はそれが急激に現れます。�
若いうちから十分なカルシウムを摂取し、運動をしましょう。�
年を取ったら、骨折予防のため�
転ばないよう気をつけることが大切です。�

■問合せ　保健厚生課　保健指導係　内線5344

�と�

　栄養バランスのとれた食生活は、健康な心と体

を作ります。今月は「食生活改善月間」です。毎日

の食事を見直してみましょう。�

　今年、飯田市で基本健康診査を受けた4759人

の結果をみると、高血圧、高血糖者の割合が増え

ています。特に高血糖の割合は、男性20.6％で5

人に1人、女性10.6％で10人に1人ということにな

ります。�

　健診時に行っている「運動と食事のおたずね」

では、食生活の様子を具体的に聞いていますが、

不足気味なものに「卵・乳製品・果物」、不足なも

のに「芋類・野菜」となっています。�

　逆に取りすぎは嗜好品（菓子・砂糖・アルコー

ル等）です。塩分摂取量も13.2gで、まだ取りすぎ

です。バランスの偏りが生活習慣病を引き起こす

きっかけになっています。�

　飯田市では「健康で長生きできる食習慣を」目

標に昨年食生活指針を作りました。�

�

�

�

�

　一つひとつの積み重ねが健康へとつながりま

す。さあ、できることから始めませんか。�

・食事は栄養バランスを考えて�
・身につけよう　体に優しい塩かげん�

・朝ごはん　しっかり食べて　めざめるからだ�
・心のふれあう　楽しい食卓�

10月は食生活改善月間�



広報いいだ １０.1号〔9〕�

市民の広場�
日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�

「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

わ
た
し
の
ゆ
め�

ぼ
く
の
ゆ
め�

わ
た
し
の
ゆ
め�

ぼ
く
の
ゆ
め�

飯
田
の
未
来�

市
長
の�

サ
ー
ク
ル
訪
問�

　
私
た
ち
の
東
自
治
会
は
住

宅
地
を
中
心
に
し
た
新
し
い
地

域
の
た
め
、か
ね
て
よ
り
花
い
っ

ぱ
い
運
動
を
展
開
し
て
、地
域

の
和
と
明
る
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。ム
ト
ス

賞
の
受
賞
を
機
に
地
域
の
機

運
も
盛
り
上
が
り
、花
作
り
や

環
境
整
備
に
励
ん
で
い
ま
す
。�

　
六
つ
あ
る
班
ご
と
に
花
壇
を

設
け
、六
十
五
あ
る
組
合
全
部

に
樽
型
プ
ラ
ン
タ
ー
を
配
置
し
、

年
二
回
ほ
ど
花
の
苗
を
配
っ
て

育
て
て
い
ま
す
。ま
た
、自
治
会

で
一
昨
年
ミ
ニ
公
園
を
つ
く
り
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ツ
ツ
ジ
を
植
え
、

手
作
り
の
東
屋
で
団
ら
ん
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。�

　
花
作
り
が
、人
の
輪
と
ま
ち

づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。�

　
ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
こ
ん
な
飯

田
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
自
然
が
と
て
も
き
れ
い
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
山
な
ど
に

も
虫
や
動
物
が
た
く
さ
ん
い
て
、

植
物
も
飯
田
で
と
て
も
有
名
な

り
ん
ご
も
た
く
さ
ん
育
て
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。
き
れ
い
な
自

然
に
な
る
と
い
い
で
す
。

　
次
は
、
飯
田
に
も
う
少
し
ひ
と

が
来
て
く
れ
た
ら
い
い
で
す
。
飯

田
は
、
ち
ょ
っ
と
人
が
少
な
く
て

と
て
も
寂
し
い
の
で
、
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
明
る
く

な
る
と
い
い
で
す
。
飯
田
が
も

っ
と
よ
く
な
り
み
ん
な
の
宝
物

に
な
る
と
い
い
で
す
。

市
瀬
智
史
さ
ん（
千
栄
小
６
年
）�

花
一
杯
が
心
の
つ
な
が
り　
上
郷
下
黒
田
東
自
治
会
�

��

床
ず
れ
防
止
ク
ッ
シ
ョ
ン
づ
く
り

飯
田
市
連
合
婦
人
会
�

 
■
問
合
せ
　
☎（
2
2
）7
4
9
1  

　「
床
ず
れ
防
止
ク
ッ
シ
ョ
ン
」

を
作
っ
て
敬
老
の
日
ま
で
に
贈

呈
し
よ
う
と
い
う
、
飯
田
市
連

合
婦
人
会
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
作
り

が
八
月
三
十
一
日
に
行
わ
れ
、

市
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。�

　
連
合
婦
人
会
で
は
ク
ッ
シ
ョ

ン
作
り
を
二
年
に
一
度
実
施
し

て
お
り
、
材
料
費
代
は
「
善
意

の
び
ん
募
金
」
か
ら
支
出
し
て

も
ら
い
、
婦
人
会
員
の
作
業
奉

仕
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

は
三
百
個
を
製
作
し
、
市
内
の

寝
た
き
り
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん

の
家
庭
を
、
地
区
毎
に
婦
人
会

員
が
訪
問
し
届
け
ら
れ
ま
す
。�

　
作
業
当
日
は
三
十
人
程
の
会

員
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ク

ッ
シ
ョ
ン
と
な
る
布
の
裁
断
と

縫
製
作
業
を
行
い
、
袋
状
に
な

っ
た
も
の
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
の

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
粒
を
詰
め
る

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
婦
人
会
員
の
「
こ
の
ク
ッ
シ

ョ
ン
を
待
っ
て
い
て
く
れ
る
人

が
い
る
の
で
、
頑
張
っ
て
作
り

ま
す
。」
と
い
う
声
を
聞
き
市

長
も
「
こ
う
し
た
活
動
が
地
域

福
祉
を
支
え
て
い
る
。
自
分
も

い
つ
か
は
こ
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
の

お
世
話
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。」

と
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
粒
を
詰
め

る
作
業
を
手
伝
い
ま
し
た
。�

さ
と
　
し�

い
ち
　
せ�

ム
ト
ス
受
賞
団
体
の
活
動
を
紹
介�



　ご家族が、仕事や長期傷病などで、家庭での保育ができない場合に、そのお子さん
をお預かりする福祉施設です。入所ができるのは、0歳から小学校入学前までのお子
さんです。�
　保護者の皆さんは、いろいろな保育所を見たり直接話を聞いて、希望する保育所を
選択することができます。�
　また、保育所では、以下のサービスもおこなっておりますので、各保育所へお尋ねく
ださい。ただし、保育所の入所状況によりお受けできない場合もあります。�

保護者の都合や、疾病により緊急に保育が必要
な時、保育所に入所していないお子さんを、一時
的に保育所でお預かりします。（有料）�

日曜・休日に保育が必要な家庭を対象に保育を
行います。他の保育所に入所しているお子さん
も利用できます。（有料）�

■
保
育
所
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す�

　
１０
月
か
ら
、い
つ
で
も
市
内
の
各
保
育
所

を
見
学
で
き
ま
す
。園
行
事
な
ど
で
見
学

で
き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
各

保
育
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■
入
所
説
明
会
を
開
き
ま
す�

○
日
程
　
左
の
一
覧
表
の
と
お
り�

○
会
場
　
希
望
す
る
保
育
所�

　
※
飯
田
中
央
保
育
園
は
市
公
民
館�

○
内
容
　
申
込
書
を
お
配
り
し
、手
続
き
の

方
法
、保
育
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。保
護
者
の
方
は
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。当
日
都
合
が
付
か
な
い
場
合
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所
又
は
市
役
所
児
童

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■
申
込
書
提
出
日（
１
次
締
切
）�

　
１１
月
２４
日
f�

■
申
込
書
提
出
先
　
希
望
す
る
保
育
所�

　
又
は
市
役
所
児
童
課
ま
で�

■
書
類
調
査
・
児
童
面
接
　
１
月
１５
日
か
ら�

○
詳
細
は
、「
入
所
説
明
会
」で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。�

既
に
保
育
所
に
入
所
中
の
方�

新
た
に
保
育
所
に
入
所
希
望
す
る
方�

■
入
所
申
込
書
は
不
要
で
す�

　
１
月
中
に
保
育
所
を
通
じ
て
配
布

さ
れ
る
、「
家
庭
状
況
調
査
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

■
新
年
度
又
は
今
年
度
中
に
保
育
所

を
変
更
し
た
い
方�

１１
月
２４
日
ま
で
に「
保
育
所
入
所
変

更
届
」
を
現
在
通
園
中
の
保
育
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

■
今
年
度
中
に
卒
園
児
以
外
の
お
子

さ
ん
で
退
所
す
る
予
定
の
方�

１１
月
２４
日
ま
で
に「
保
育
所
退
所
届
」

を
現
在
通
園
中
の
保
育
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。未
定
の
方
は
、退
所

す
る
こ
と
が
決
ま
り
次
第
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。�

（各保育所で実施）� （飯田中央保育園で実施）�
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保
育
料
は
ど
の
よ
う
に

決
ま
り
ま
す
か
。�

保
育
料
は
、
保
育
所
運

営
を
支
え
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

の
所
得
に
応
じ
て
、
負
担
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
従
っ
て
保
育
料
は
、

公
立
で
も
私
立
で
も
違
い
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
児
童
の
年
齢
や
保
護

者
の
所
得
税
額
等
に
よ
っ
て
区
分

さ
れ
て
い
ま
す
。�

※
平
成
１２
年
度
は
、
年
齢
、
所

得
税
額
に
よ
り
８
段
階
区
分�

※
８
時
か
ら
１６
時
を
こ
え
て
保
育

所
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、

延
長
保
育
料
が
別
途
加
算
さ

れ
ま
す
。�

�

入
所
希
望
者
が
保
育
所

の
定
員
を
オ
ー
バ
ー
し
た

場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。�

家
庭
の
状
況
や
居
住
地
区
、

就
労
状
況
な
ど
を
考
慮

し
、
新
規
申
込
者
と
転
園
入
所

希
望
者
の
中
で
選
考
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
選
考
に
よ
っ
て
入
所

で
き
な
い
場
合
に
は
、
他
の
希
望

さ
れ
る
保
育
所
に
変
更
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

�

 橋　北 私 飯田子供の園 馬場町3-501 22-1389 60 0歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 14:00�
 
橋　南

 私 飯田仏教 箕瀬町1-2453 24-0402 120 0歳～5歳 7:00～19:00 11月5日 10:00�
  私 飯田中央 中央通り2-9 22-4134 220 0歳～5歳 7:00～20:00 11月2日 12:20�
 羽　場 私 羽場 白山通り3-362 23-1388 60 0歳～5歳 7:00～19:00 11月5日 10:00�
 
丸　山

 私 風越 丸山町2-6728 22-2389 120 0歳～5歳 7:00～19:00 11月5日 14:00�
  公 丸山 今宮町2-113-2 22-2077 70 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
 東　野 私 慈光 宮の前4411 23-1390 45 0歳～3歳 7:00～19:00 11月4日 10:00�
 
座光寺

 公 座光寺 座光寺2668 22-1147 60 1歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
  公 大堤 座光寺1008 23-9666 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
 
松　尾

 公 松尾 松尾城5155 22-2244 230 1歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 14:00�
  公 松尾東 松尾寺所5645-1 52-2289 120 1歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 14:00�
 下久堅 公 下久堅 下久堅知久平940-2 29-8055 90 1歳～5歳 8:00～18:00 11月5日 10:00�
 上久堅 公 上久堅 上久堅7606 29-7053 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
 
千　代

 公 千代 千代932-5 59-2144 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
  公 千栄 千栄1524 27-3736 30 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
 龍　江 公 龍江 龍江4680 27-3681 90 1歳～5歳 8:00～18:00 11月4日 10:00�
 
竜　丘

 私 時又 時又329 26-9208 150 0歳～5歳 7:00～19:00 11月5日 10:00�
  公 竜丘 桐林378 26-8417 90 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
 川　路 公 川路 川路3467-2 27-3202 60 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
 三　穂 公 三穂 伊豆木5451-14 27-3774 60 1歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
 
山　本

 私 さくら 山本600-1 28-1050 90 0歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 10:00�
  公 山本 山本3340-2 25-2440 90 1歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 14:00�
  公 久米 久米858-10 25-3801 30 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
 

伊賀良

 私 伊賀良 大瀬木1103 25-7123 120 0歳～5歳 7:20～18:50 11月5日 14:00�
  私 育良 北方130 23-5873 120 0歳～5歳 7:00～19:00 11月4日 10:00�
  公 中村 中村1840-1 25-7217 45 1歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
  公 殿岡 下殿岡1020 25-3707 90 1歳～5歳 8:00～18:00 11月4日 10:00�
 

鼎

 私 明星 鼎切石3928 24-8020 90 0歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 10:00�
  公 鼎東 鼎下山538-2 22-3878 60 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
  公 鼎みつば 鼎名古熊2339 53-3277 150 0歳～5歳 7:30～19:00 11月5日 10:00�
  公 鼎西 鼎切石4884 24-4080 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
  公 鼎幼稚園 鼎中平2242 23-2341 120 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
 

上　郷

 私 高松 上郷黒田236 22-4095 90 0歳～5歳 7:45～18:00 11月4日 14:00�
  公 上郷東 上郷飯沼784-1 22-2440 90 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
  公 上郷西 上郷黒田1488 22-2441 120 1歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 10:00�
  公 上郷南 上郷別府2126 24-4470 90 0歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 10:00�
  公 上郷北 上郷黒田2109-1 23-9656 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�

 認可外 私 あすなろ 育良町3-15-2 23-4656 30 0歳～3歳 7:30～22:00 直接園にお尋ねください�

※各会場とも駐車場がありませんので、ご注意ください。  ※0歳児保育は保育所によって受け入れ月齢が異なります。�

 
地　区

 公立   
保育園名 　   住　　　所  電　話 定員 受入年齢 開所時間

 入所説明会 �
  私立        月・日  時 間�

広報いいだ １０.1号〔１１〕�



広報いいだ １０.1号〔１２〕�

お
知
ら
せ�

人
工
透
析
患
者
等�

見
舞
金
の
お
知
ら
せ�

市
民
バ
ス
・
千
代
線
の
�

バ
ス
停
一
部
休
止
し
ま
す
�

勤
労
者
生
活
資
金
・
教
育
資
金
融
資
�

あ
っ
せ
ん
の
紹
介
�

2
0
0
0
い
い
だ
し
も
い
な
�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
�

無
料
登
記
法
律
相
談�

市長の留守番電話� 市民のみなさんのご意見、ご相談をいつでも�
お受けできるよう留守番電話を備えています。�23-8181

　
１０
月
１
日
現
在
で
飯
田
市
に

１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方
で
、

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
に
、

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。�

▼
支
給
条
件�

○
慢
性
腎
疾
患
に
よ
る
人
工
透

析
患
者
で
、特
定
疾
病
療
養

受
療
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
ま
た
は
腎
臓
機
能
障
害

の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
。�

○
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の
手

術
を
受
け
、直
腸
・
膀
胱
・
小

腸
の
機
能
障
害
の
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方
で
、身
体
障
害
者
福

祉
法
に
よ
る
補
装
具
の
給
付

を
受
け
て
い
な
い
方
。�

▼
申
請
手
続
　
市
役
所
障
害
福

祉
係
、各
支
所
ま
た
は
人
工

透
析
を
行
っ
て
い
る
病
院
窓

口
へ
申
請
。�

▼
持
ち
物�

○
人
工
透
析
患
者
の
方
は
、特

定
疾
病
療
養
受
療
証
ま
た
は

腎
臓
機
能
障
害
の
身
体
障
害

者
手
帳
。�

○
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
手
術

者
は
、ス
ト
マ
用
装
具
の
購

入
領
収
書（
本
人
氏
名
と
業

者
名
が
は
っ
き
り
記
入
さ
れ

て
い
る
も
の
）�

○
印
鑑
、振
込
口
座
・
名
義
人
等

が
わ
か
る
も
の�

▼
申
請
期
限
　
１０
月
３１
日
ま
で�

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
　
障
害
福

祉
係
　
内
線
５
３
１
９�

　
飯
田
司
法
書
士
会
及
び
飯
田
土

地
家
屋
調
査
士
会
が
開
き
ま
す
。�

　
相
続
、売
買
、金
銭
の
貸
借
、保

証
、贈
与
、土
地
の
境
界
等
の
登

記
問
題
や
法
律
相
談
及
び
高
齢

者
、知
的
障
害
者
の
財
産
管
理
等

の
問
題
で
お
困
り
の
方
、秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、本
相
談
会
は
原
則
と
し

て
、奇
数
月
の
第
２
土
曜
日
に
同

一
場
所
・
時
間
に
て
開
催
し
て
お

り
ま
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
２５
日
g�

　
午
後
１
時
〜
３
時
ま
で�

▼
場
所
　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ

　
ン
タ
ー（
東
栄
町
）�

▼
問
合
せ
　
飯
田
司
法
書
士
会
事

　
務
局
　
1（
２
５
）１
１
５
５�

　
県
道
飯
田
富
山
佐
久
間
線
、

龍
江
更
生
、太
田
地
区
の
農
集

排
整
備
事
業
に
よ
る
道
路
通
行

止
に
伴
い
、次
の
バ
ス
停
を
一

時
休
止
し
ま
す
。�

▼
休
止
す
る
バ
ス
停
　「
太
田
」�

▼
休
止
期
限
　
１１
月
３０
日
ま
で�

▼
路
線
変
更
　「
羽
入
田
」バ
ス

　
停
か
ら
、「
一
本
木
」バ
ス
停

　
ま
で
、県
道
米
川
飯
田
線
を

　
通
行
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
庶
務
課�

　
自
治
振
興
係
　
内
線
２
１
２
２�

▼
日
時�

　
１０
月
２８
日
g
〜
２９
日
a�

　
午
前
１０
時（
２９
日
は
午
前
９

　
時
）〜
午
後
４
時�

▼
場
所�

　
飯
田
運
動
公
園（
三
日
市
場
）�

▼
内
容�

○
伊
那
谷
ふ
る
さ
と
展�

　
公
園
中
央
周
辺
に
て�

　
ふ
る
さ
と
大
バ
ザ
ー
ル�

　
各
市
町
村
特
産
品
展
示
販
売�

　
関
係
機
関
の
展
示
販
売�

○
ふ
れ
あ
い
広
場�

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
て�

　
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、ス
ト

　
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト�

○
ス
テ
ー
ジ
催
事�

　
中
央
ス
テ
ー
ジ
に
て�

・
２８
日
第
３
回「
南
信
州
こ
ど

　
も
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」�

・
２９
日
各
市
町
村
文
化
団
体

　
発
表（
吹
奏
楽
、ロ
ッ
ク
バ
ン

　
ド
、獅
子
舞
ほ
か
）�

○
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場�

　
消
防
は
し
ご
車
体
験
乗
車�

○
そ
の
他
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト�

▼
問
合
せ
　
南
信
州
広
域
連
合�

　
企
画
振
興
係�

　
1（
５
３
）７
１
０
０�

　
飯
田
市
で
は
、市
内
に
居
住

す
る
勤
労
者
の
生
活
安
定
を
図

る
た
め
、生
活
資
金
及
び
教
育

資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
っ

て
い
ま
す
。�

▼
貸
付
限
度
額
・
貸
付
期
間�

○
生
活
資
金�

　
百
五
十
万
円
・
８
年
以
内�

○
教
育
資
金�

　
三
百
万
円
・
１０
年
以
内�

▼
貸
付
利
率�

　
年
利
２
・
８３
％
で
、ほ
か
に
保

　
証
料
必
要
。�

▼
融
資
あ
っ
せ
ん
の
対
象
者�

　
引
き
続
き
市
内
に
１
年
以
上

　
住
所
を
有
す
る
勤
労
者
で
あ

　
る
こ
と
。市
税
を
完
納
さ
れ

　
て
お
り
、融
資
を
受
け
る
資

　
金
の
償
還
及
び
利
子
の
支
払

　
い
に
つ
い
て
、そ
の
能
力
を

　
有
す
る
こ
と
。�

▼
問
合
せ
　
産
業
労
政
課
　
労

　
政
係
　
1（
５
３
）６
０
７
８�



広報いいだ１０.1号〔１３〕�

市 役 所からの お し ら せ �

�

122-4511

介護保険料の納付が始まります介護保険料の納付が始まります介護保険料の納付が始まります
10月から65歳以上（第1号被保険者）の方の�

は　い�いいえ�

は　い�

いいえ�

いいえ�

は　い�

は　い�いいえ�

いいえ�

あなたは生活保護を受給していますか？�

あなたは市民税を課税されていますか？�

世帯の誰かが市民税を課税されていますか？�

■問合せ　介護保険課　内線5392

あなたは老齢福祉年金を
受給していますか？�

は　い�

あなたは昨年の合計所得金額が
250万円以上でしたか？�

第1段階� 第2段階� 第3段階� 第4段階� 第5段階�
算定方法�
保
険
料（
年
額
）�

12年度�

13年度�

14年度�

基準額×0.5�

3,430円�

10,310円�

13,750円�

基準額×0.75�

5,150円�

15,460円�

20,620円�

基準額�

6,870円�

20,620円�

27,500円�

基準額×1.25�

8,580円�

25,770円�

34,370円�

基準額×1.5�

10,300円�

30,930円�

41,250円�

対象となる方� 生活保護の受給
者、老齢福祉年金
受給者で世帯全員
が市民税非課税�

世帯全員が市民
税非課税�

本人が市民税非
課税�

本人が市民税課
税で年間の合計
所得金額が250
万円未満�

本人が市民税課
税で年間の合計
所得金額が250
万円以上�

あ
な
た
の
介
護
保
険
料
額

介
護
保
険
料
額
�

あ
な
た
の
介
護
保
険
料
額
�

（
６５
歳
以
上
の
方
）�

●保険料の軽減措置� ●保険料を支払わないとどうなるのですか。�

　平成１２年度は本来の額の４分の１を、１３年度は４分の

３を納めます。（下図参照）�

�

�

�

�

�

�

●介護保険料の支払いはどのようにするのですか？�
65歳以上の人（第１号被保険者）は、年金額が一定額以

　上（年額１８万円以上）の人は、年金から天引き、そ

　れ以外の人は、納付書または口座振替で納めてい

　ただきます。（障害者年金、遺族年金などは天引き

　出来ません。）�

40歳から64歳までの人（第２号被保険者）は、加入して

　いる医療保険に介護分が上乗せされて、医療保険者

　が医療保険料として一緒に徴収します。�

　※40歳から64歳の方の保険料は�

　加入している医療保険によって異なります。その額は給

　与や所得等の額に応じて計算されます。�

　サービスを利用している人の場合�

　段階的に、次の措置がとられます。�

①納期限を１年以上経過した滞納保険料がある場合�

　サービスを利用したときに事業者に支払っていただく自

　己負担分を1割から１０割に変更し、後で９割分が市か

　ら返還される方法へ変更となります。（償還払いへの

　変更）�

②納期限を１年６か月以上経過した滞納保険料がある

　場合�

　償還払いへの変更に加え、保険給付が一時差し止め

　られます。（保険給付の一時差し止め）�

③さらに滞納が続く場合�

　差し止めた給付費の一部を、滞納保険料へ充当します。�

　現在はサービスを利用していない人の場合�

○納期限を２年以上経過した滞納保険料がある場合�

　滞納した期間と額に応じて、将来介護サービスを利用

　するときに、介護保険の給付費が９割から７割に減額さ

　れます。（自己負担の割合が１割から３割に増える。）�

　また、給付費の減額が適用されている間は、高額介護

　サービス費が受けられません。�

保険料が軽減された部分は、国が
負担することとなります。�

本来の保険料の
半分を納めます�

本来の保険料の
額を納めます�

H12.4 H12.10 H13.4 H13.10 H14.4 H15.3

保険料を納
める必要は
ありません�



広報いいだ １０.1号〔１４〕�

上
郷
考
古
博
物
館
�

秋
季
展
示
と
講
座
・
解
説
�

　
上
郷
考
古
博
物
館
で
は
１１
月

１２
日
a
ま
で
、秋
季
展
示「
信
濃

で
文
字
が
使
わ
れ
始
め
た
頃
―

律
令
時
代
の
文
字
事
情
」を
開

催
し
ま
す
。こ
の
期
間
中
、律
令

時
代
を
テ
ー
マ
に
講
座
と
展
示

解
説
を
行
い
ま
す
。�

▼
講
座（
聴
講
無
料
）�

○
講
師
及
び
日
時
�

・
石
上
周
蔵
氏
　
１１
月
１２
日
a
�

・
小
平
和
夫
氏
　
１１
月
２５
日
g
�

※
時
間
は
両
日
と
も
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
�

○
場
所
　
上
郷
考
古
博
物
館
�

▼
展
示
解
説
�

　
１０
月
２２
日
a
、１１
月
５
日
a
、

　
午
前
１０
時
３０
分
と
午
後
２
時

　
の
２
回
�

○
解
説
　
当
館
学
芸
員
�

▼
問
合
せ
�

　
飯
田
市
上
郷
考
古
博
物
館
�

　
1（
５
３
）３
７
５
５
�

今
す
ぐ
確
認
�

最
低
賃
金
�

松
本
空
港
�

オ
ー
タ
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
�

　
１０
月
１
日
〜
１１
月
３０
日
ま
で
に

松
本
〜
大
阪
線
ま
た
は
松
本
〜
福

岡
線
に
搭
乗
さ
れ
た
方
に
抽
選
で

合
計
二
百
五
十
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
。�

▼
プ
レ
ゼ
ン
ト
内
容
�

○
ア
ル
プ
ス
エ
ア
ポ
ー
ト
賞
�

・
松
本
空
港
発
Ｊ
Ａ
Ｓ
路
線
往

　
復
航
空
券
　
ペ
ア
で
５
組
�

・
５０
％
割
引
券
　
ペ
ア
で
２５
組
�

・
ミ
レ
ニ
ア
ム
飛
行
機
ピ
ン
バ

　
ッ
ジ
　
５０
人
�

○
ほ
か
に
信
州
賞
、大
阪
賞
、福

　
岡
賞
、合
わ
せ
て
百
七
十
人

　
に
豪
華
景
品
。�

▼
応
募
方
法
　
必
要
事
項
を
記

　
入
し
て
、搭
乗
券
の
半
券
を

　
同
封
し
郵
送
。詳
細
は
お
問

　
合
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
締
切
　
１２
月
９
日
g
�

▼
問
合
せ
　
長
野
県
松
本
空
港

　
利
用
促
進
協
議
会
�

　
1
０
２
６（
２
３
５
）７
０
１
９
�

お
す
す
め
し
ま
す
�

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
�

　
中
小
企
業
で
退
職
金
制
度
を

設
け
た
い
場
合
は
、安
全
・
確
実
・

有
利
な「
中
小
企
業
退
職
金
制

度
」を
ご
利
用
に
な
れ
ば
、手
軽

に
作
れ
ま
す
。�

　
そ
の
上
、新
し
く
こ
の
制
度

に
加
入
し
た
企
業
に
は
、掛
け

金
の
三
分
の
一
を
国
が
２
年
間

助
成
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
南
信
労
政
事
務
所

　
飯
田
分
室
　
1（
５
３
）０
４
３
５

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
と
、労
働
者
を

一
人
で
も
使
用
し
て
い
る
す
べ

て
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る「
長

野
県
最
低
賃
金
」が
改
正
さ
れ
、

１０
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
し
た
。�

▼
日
額
　
五
千
百
二
十
六
円
�

▼
時
間
額
　
六
百
四
十
一
円
�

　
最
低
賃
金
は
、法
律
に
基
づ
き

国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
、

使
用
者
は
そ
の
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る

制
度
で
す
。こ
の
機
会
に
、是
非
賃

金
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、対
象
と
な
る
賃
金
は
、

通
常
の
時
間
労
働
、労
働
日
に
対

応
す
る
賃
金
で
、臨
時
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
、精
皆
勤
手
当
、通
勤

手
当
及
び
家
族
手
当
な
ど
は
、含

ま
れ
ま
せ
ん
。�

▼
問
合
せ
　
長
野
労
働
局
　
賃
金
室
�

　
1
０
２
６（
２
３
４
）５
１
２
１
�

古
文
書
解
読
講
座
�

受
講
者
�

　
環
境
に
関
す
る
住
民
団
体
の

情
報
交
換
や
交
流
、研
修
な
ど

を
目
的
に
、各
団
体
を
相
互
に

つ
な
ぐ
連
絡
協
議
会
と
し
て
、

「
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
い
い
だ
」

が
設
立
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
の「
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

い
い
だ
」に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
環
境
関
連
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。�

　「
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
い
い
だ
」

は「
生
活
と
環
境
ま
つ
り
実
行
委

員
会
」が
発
起
人
と
な
り
、当
面
は

会
長
や
役
員
な
ど
は
置
か
な
い
穏

や
か
な
つ
な
が
り
を
も
っ
た
組
織

と
し
て
、事
務
局
を
環
境
保
全
課

に
置
き
運
営
し
て
い
き
ま
す
。�

▼
対
象
　
飯
田
下
伊
那
地
方
で
、

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、自
然

　
保
護
等
の
環
境
に
関
す
る
活

　
動
を
し
て
い
る
住
民
団
体
�

▼
募
集
期
間
　
１０
月
３１
日
c
ま
で
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
環
境
保
全
課
　
計
画
指
導
係
�

　
内
線
５
２
４
５
�

環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�

参
加
団
体
�

　
古
文
書
に
関
す
る
基
本
的
な

読
み
方
を
学
ぶ
講
座
で
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
８
日
d
〜
１２
月

　
６
日
d
　
毎
週
水
曜
日
　
午

　
後
２
時
〜
４
時
�

▼
会
場
　
飯
田
市
立
中
央
図
書
館
�

　
た
だ
し
、２
回
目
、３
回
目
は

　
飯
田
市
美
術
博
物
館
。�

▼
テ
ー
マ
�

　
１
回
目
　
年
貢
・
課
役
�

　
２
回
目
　
御
触
書
・
村
定
�

　
３
回
目
　
農
業
・
諸
産
業
�

　
４
回
目
　
村
方
出
入（
騒
動
）�

　
５
回
目
　
百
姓
一
揆
�

▼
講
師
　
今
牧
久
先
生（
八
十

　
二
文
化
財
団
）�

▼
受
講
料
　
資
料
代
千
五
百
円
�

▼
定
員
　
７０
人（
先
着
順
）�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
飯
田
市
立
中
央
図
書
館
�

　
1（
２
２
）０
７
０
６
�

�

募 

集�

�

動物園の休園日�

１０
月
の
納
税�

税
目
�

納
期
�
１０
月
３１
日
　
 
税
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

（火）�

にせ税務職員にご注意を�

飯田税務署�1（22）1165◆問合せ�

！� ！�
国税職員でない者が、税務調査と称して、

個人的な情報を聞き出そうとしたり、現金
等の資産を確認したりする事例が発生して
います。�
国税職員は、顔写真付きの身分証明書を

携帯していますから、提示を求め確認する
ほか、不審な点がありましたら、その場で
税務署へお問い合わせください。�

10月2日（月）◆10日（火）◆12日（木）◆16日（月）�
◆23日（月）◆27日（金）◆30日（月）�
�

■問合せ　動物園�
　　22-0416

市
県
民
税
3
期
　
国
民
健
康
保
険
税
１０
月
分
�



広報いいだ １０.1号〔１５〕�

市 役 所からの お し ら せ �122-4511
　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、体
験

を
通
じ
て
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
理
解
と
参
加
を
促
進

す
る
た
め
の
講
座
を
開
講
し
、受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
　
福
祉
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
活
動
に
関
心
を
も
た
れ
て

　
い
る
方
。�

▼
講
座
内
容
�

▼
受
講
資
格
�

　
全
講
座
を
受
講
で
き
る
方
�

▼
募
集
人
員
　
３０
人
�

▼
申
込
方
法
�

　
電
話
に
よ
る
申
込
�

▼
応
募
締
切
　
１０
月
１３
日
f
�

▼
そ
の
他
　
詳
細
は
希
望
者
に

　
直
接
通
知
し
ま
す
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
�

　
1（
５
３
）３
１
８
２
�

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�

福
祉
活
動
体
験
講
座
�

受
講
者
�

▼
開
設
日
時
　
毎
週
火
曜
日（
祝

　
日
等
は
除
く
）午
前
９
時
か

　
ら
午
後
４
時
ま
で
�

▼
場
所
　
長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局
�

▼
相
談
対
応
者
　
人
権
擁
護
委
員
�

▼
内
容
　
家
庭
問
題
、近
隣
関
係
、

　
相
続
問
題
、公
害
問
題
、名
誉

　
信
用
問
題
、結
婚
や
離
婚
問
題
、

　
い
じ
め
問
題
な
ど
身
の
回
り

　
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
は

　
無
料
、秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
長
野
地
方
法
務
局

　
飯
田
支
局
　1（
２
２
）０
０
５
４
�

人
権
相
談
所
開
設
�

▼
青
年
海
外
協
力
隊
�

○
募
集
規
模
�

　
約
百
四
十
職
種
、約
八
百
人
�

○
応
募
資
格
�

　
満
２０
歳
か
ら
満
３９
歳
ま
で
の

　
日
本
国
籍
者
�

○
派
遣
国
　
約
６０
か
国
�

○
派
遣
期
間
　
原
則
２
年
間
�

○
派
遣
時
期
�

　
第
１
次
選
考（
筆
記
試
験
等
）・

　
第
２
次
選
考（
面
接
等
）お
よ

　
び
派
遣
前
訓
練
終
了
後
の
平

　
成
１３
年
７
月
以
降
�

○
待
遇
等
�

　
往
復
渡
航
費
、現
地
生
活
費
、

　
住
居
手
当
、国
内
積
立
金
等

　
支
給
�

○
募
集
説
明
会
�

・
日
時
　
１１
月
２
日
e
�

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分
�

・
場
所
�

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

※
入
場
無
料
、予
約
不
要
、年
齢

　
制
限
な
し
�

▼
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�

○
募
集
規
模
�

　
８
分
野
、二
百
五
十
人
�

○
募
集
資
格
�

　
満
４０
歳
か
ら
満
６９
歳
ま
で
の

　
日
本
国
籍
者
�

○
派
遣
国
　
１６
か
国
�

○
派
遣
期
間
　
原
則
と
し
て
１

　
年
な
い
し
２
年
�

○
派
遣
時
期
　
第
１
次
選
考（
筆

　
記
試
験
等
）・
第
２
次
選
考（
面

　
接
等
）お
よ
び
派
遣
前
訓
練

　
終
了
後
の
平
成
１３
年
３
月
下

　
旬
〜
４
月
上
旬
�

○
待
遇
等
�

　
往
復
渡
航
費
、現
地
生
活
費
、

　
住
居
手
当
、国
内
積
立
金
等

　
支
給
�

※
募
集
説
明
会
は
、海
外
青
年

　
協
力
隊
、シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
と
も
県
内
各
市
で

　
開
か
れ
ま
す
。詳
し
く
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
駒
ヶ
根
青
年
海
外

　
協
力
隊
訓
練
所
�

　
1
０
２
６
５（
８
２
）６
１
５
１
�

相談は無料、秘密は厳守�
お気軽にご相談ください�各種相談所�

場　所�
毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付は１５:００まで�

毎週金曜日�
１３:３０～１５:３０�

１０月１３日（金）�
１３:００～１７:００�
１０月８日（日）�
１０月１８日（水）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１０月２１日（土）�
１３:３０～１５:３０�

１１月７日（火）�
１３:３０～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
８:３０～１７:００�

１１月２１日（火）�
１０:００～１５:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週木曜日�
９:００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９:００～１９:００�
毎週土曜日�
９:００～１５:００�

１１月１日（水）�
１３：００～１６：００�

相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ごと
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �
（写真1枚必要）�

ボランティア�
相 談 �

福 祉 よ ろ ず 相 談 �
身体障害・知的障害�

行 政 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

税 務 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

戦傷病者・戦没者�
援 護 相 談 �

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は
予約制、電話で
申し込んでくださ
い。�

※結婚相談の
受付は相談日以
外でも行ってい
ます。電話で確
認してください。�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

市 役 所 �

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（子育てモデル
事業実施施設）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�

市役所２０３号�
※ 予 約 制 �

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８１�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�

税 務 課 �
内線  ５１４１�
家庭児童相談室�

1２２-４５１１�
内線  ５３２７�

1５２-０６３３�

飯 田 中 央 �
保 育 園 �
1２２-４１３３�

保 健 厚 生 課 �
内線  ５３４５�

保 健 厚 生 課 �
内線  ５３８５�

特 別 �
（法律）�

一 般 �

１０月１０日（火）�
１３：００～１６：００�飯田市公民館�

●オフトークの故障は1局番なしの113（NTT）�
●上郷有線の故障は124-3533　佐々木電業（修理受託業者）�へ連絡してください。�

講　座� 開講日� 時　間� 内　　容�

10月24日（火）�

10月30日（月）�

11月 8日（水）�

午後1時～�
4時30分�

車椅子・アイマスク・高
齢者疑似体験等による
障害・高齢者への理解�

手話、点字等の入門講
座およびボランティア概
論�

第 1 回 �

第 2 回 �

第 3 回 �
第4回～第6

介護講習会�
施設実習�未　　定�



広報いいだ １０.1号〔１６〕�

コース日程�

第4回　産業コース�

バスに乗って、市内の施設や市が実施しているいろいろな事業を市民の皆さんにご案内し、理解を深めていただ
く、「乗り合い市政ガイド　いってみまいカー」開催のお知らせです。�
今回は、飯田市の経済や暮らしを支える産業に関する施設などを巡回し、市の産業の状況をご紹介する「第４回 

産業コース」と、第２回開催の「文化コース」が大好評のため再度実施することについてご案内します。�
どちらのコースも、実際の「現場」で、担当の職員によるわかりやすい解説付き。どうぞ皆さんご参加ください。�

●集合日時　10月26日（木）　午前8時50分�
●集合場所　市役所正面玄関�

●参加費用　800円（昼食代実費）�
●定　　員　20人　申し込み順となります。�
●申込期間　10月10日（火）～20日（金）�
●申込方法�
参加ご希望の方は、住所・氏名・年齢・電話番
号を産業労政課まで電話でお知らせください。�

●担当者から�
移動途中でも、車窓から風景を眺めながら説明
をしますのでお楽しみに。また、今回の見学コー
スには、地場産品や農作物の販売所が含まれ
ていますから、昼食代の他にお小遣い持参をお
勧めします。�

9：00　　　　　市役所出発�
9：10～　9：40　ＪＡみなみ信州果実選果場（上郷黒田）�

10：10～10：30　地場産業センター・ＥＭＣセンター（上郷別府）�

10：50～11：30　光植物工場実験施設（竜丘）�

11：40～13：00　天竜峡活性化センターあざれあ（龍江）�

13：30～14：00　よこね田んぼ（千代）�

14：30～14：50　ＪＡみなみ信州竜丘ライスセンター�

15：20～16：00　りんご並木・三連蔵（橋南）�

光センサーによる最先端の選果風景と氷蔵庫など。�

進んだ飯伊地域の工業技術など。�

人工光を活用した未来型農業とエコバレー構想など。�

飯田市が取り組む農業の概要など。昼食もここで。�

日本の棚田１００選のひとつ。ずっと守りたい農村風景。�

日本の主食・米の脱穀風景など。�

りんご並木や蔵を活用した街づくりと市街地再開発の概要など。�

文化コース　第2弾�
●集合日時　11月12日（日）　午前8時30分�
●集合場所　市役所裏駐車場、�
　　　　　　アイパーク（飯田駅横公園）�
●参加費用　無料（入場料は各自負担）�
●持　ち　物　昼食・飲み物・施設入場料1,000円�
●定　　員　20人　申し込み順となります。�
●申込期間　10月16日（月）～25日（水）�
●申込方法�
参加ご希望の方は、住所・氏名・年齢・電話番
号を教育委員会学校教育課まで電話でお知ら
せください。�
●担当者から�
　生活にゆとりを、心を豊かにする文化施設巡り。�

8：40　　　　　市役所出発�
8：50　　　　　アイパーク�
9：00～　9：40　上郷考古博物館・秀水美人画美術館�
9：50～10：20　黒田人形浄瑠璃伝承館�
10：30～11：30　竹田扇之助記念国際糸操り人形館�
　　　　　　　（糸操り人形公演観劇）�
11：30～12：00　旧座光寺麻績学校校舎�
12：10～13：00　麻績の館（昼食）�
13：40～14：40　旧小笠原家書院・小笠原資料館�
15：10　　　　　美術博物館（観覧希望者は下車）�
15：20　　　　　市役所着�
15：30　　　　　アイパーク着�

申込・問合せ　教育委員会学校教育課　電話（53）4545

コース日程�

申込・問合せ　産業労政課庶務係　電話（21）3216直通�

�� 乗り合い市政ガイド�
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10月15日は投票日です。�10月15日は投票日です。�

　そんな若いあなたも、青少年問題や
環境、介護、景気などの諸問題には関
心があると思います。�
　選挙のたびに棄権していると、若い
みなさんにも直接関係ある、こんな大
事な問題が、あなたの知らないところで
決められてしまいます。�

　投票した人も、同じ思い
だったのかもしれません。�
　あなたの１票で当落が変
わらなくても、あなたも参加
して、みんなで決めることが
大切なのではないでしょうか。�
　みんなが参加しなくては、
民主主義は揺らぎます。�
　棄権していたあなたは、
投票しない自由を行使した
のではなく、危険な白紙委
任状を渡していただけでは
なかったでしょうか。�

　そして、若い人の政治離れに心を痛めている方、嘆いてばか
りいないで、若い皆さんに投票参加を呼びかけてみましょう。�
　それもまた、あなた自身の、ひとつの政治参加の方法ではな
いでしょうか。�

■問合せ　選挙管理委員会事務局　内線5633

　下のグラフは飯田市で
行われた最近2回の選挙の
年代別投票率です。�

　いざという大事な選挙
って、いつの、どんな選挙
なのでしょうか。�
　こんなにも激しく移り
変わる今の時代こそ、若
いみなさんの参加が必要
なときなのです。�イメージキャラクター�

「選挙のめいすい（明推）くん」�
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参議院補欠選挙�

平成12年衆議院選挙�



「北風と太陽」�

　熊谷好博子（1917～1985）
は飯田上殿町の生まれの染色
工芸家です。彼は10代半ばにし
て上京し、地紺屋で働きながら友
禅技法の修養を行い、伝統的な
技術を肌で習得しました。その一
方で菱田春草の「黒き猫」をみ
て感銘を受けたことから、川端龍
子に師事して日本画も学び、芸
術的な造形感覚も養っています。
そしてこの技術と感覚に裏打ち
された、優れた染色作品を数多く
手がけました。�
　このたびの展覧会では、平成
11年にご遺族より寄贈された彼

の着物作品43点をはじめとする
諸資料を紹介いたします。好博
子の斬新な創造性を秘めた、現
代友禅の粧いの世界をご堪能く
ださい。�
特別講演会�
●10月29日（日）PM1:30～�
●「友禅染の魅力�
　　　－伝統と創造－」�
●切畑 健 先生�
　（大手前女子大学教授）�

堀米ゆず子＆�
アントニオ・メネセス�
デュオリサイタル�
10月29日（日）�
午後2時開演�

飯田文化会館ホール�

●10月21日（土） 午後7時30分開演／飯田人形劇場�
　「回春瞬朱鷺」（めぐりくるはるはひととき）ほか�

●10月22日（日） 午前11時開演／麻績の館�
　「赤ずきんちゃん」パパのしっぽ キリンのリンちゃん�

10月8日（日）　午前11時～ 午後2時～�
竹田扇之助記念国際糸操り人形館（座光寺）�

人形劇定期公演2000糸あやつり人形劇団みのむし��

第6回萩元晴彦

ホームタウンコンサート
東京ポップスオーケストラ�
12月9日（土） 午後6時半開演／飯田文化会館ホール�

こうはく し�

文
化
ガ
イ
ド�

●飯田文化会館�
　123‐3552

美
博
だ
よ
り�

●美術博物館�
　122‐8118

飯田の文化財�
定継寺の雲板�
（じょうけいじのうんばん）�

飯田市龍江2372�
飯田市指定有形文化財。�
永享２年（１４３０年）の蔭刻あり。�

熊谷好博子�
平成12年10月14日（土）～11月12日（日）�

現代友禅の粧い寄　贈
記念展

よそお�

広報いいだ １０.1号〔１８〕�

●開館時間：午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�
●休  館  日：毎週月曜日�
●入  館  料：一　　般 310円（210円）　高校生 200円（150円）�
　　　　　    小中学生 100円（80円）　※（  ）内は20人以上の団体�

Ｓ席 3,500円　Ａ席一般 2,500円�
Ａ席高校生以下 1,500円（全席指定）�

おとな 1,500円　こども 1,000円（3歳～中学生）�
　おやこ 2,000円�

おとな 500円　こども 300円（全席自由）�

入場料 2,000円（大人向けの作品です）�

「新篁」昭和41年（1966）�

S席 4,000円�
A席一般 2,500円�
A席高校生以下�

1,000円�
（全席指定）�
10月10日（火）�

チケット発売開始！�


